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0TF 研 究 の 30 年
Threedecadesofmystudiesonopticaltransferfunction
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OTFは光学の結像理論に新しい見方を与えたものであって決してレンズだけに限ったものではない.し

かし日本の場合,これがカメラ産業と結びついて,敗戦後の日本の光学の発展の原動力となり,世界に

例を見ない特殊な発展を遂げた.著者のOTF研究から,このような経緯を撮り返ってみたものである.

1. ま え が さ

私は昭和22年9月第二工学部の精密工学科を卒業し

ました.卒業研究は共通第2教室の久保田広教授の元で

偏心光学系の収差,特に偏心コマと偏心量との関係を求

める実験的な測定をしました.卒業後は大学院生として

久保田研究室に入りましたが,その動機は研究者を目指

したというわけではなく,現在の留年学生と同じような

気分といった方がよいと思います.大学院に2年在学し

昭和24年2月からちょうどⅠか年間,神奈Jr卜県大船にあ

りました大船光学に入社し,双眼鏡のレンズ設計をいた

しました.海軍の7×50や陸軍の6×30の双眼鏡の設計

データをもとに新しいタイプのレンズの設計を試みました

が,いくら収差補正をしても,これら軍の双眼鏡の補正

まで達しなかったことを覚えています.このことはこの

軍の双眼鏡は人とお金に糸目もつけず設計されていたこ

とをよく示しています.

昭和25年3月第二工学部の講師となり共通第2教室

で学部学生の応用物理実験の手伝いをいたしました.5

月には生産技術研究所が発足し私は2級技官になりまし

た.以後33年間研究所にお世話になったわけであります

が,この間18年間は久保田広先生のご指導の元にあり,

先生は昭和43年57才でなくなられ,私のように定年退

官の記念講演もなさいませんでしたので,今日は先生の

話も少し入れさせていただこうと考えております.

2.戦後の日本の光学の架明期

戦後の日本の光学研究には3つの波があったと思われ

ます.私の経験した波は1つは昭和20年′-27年にかけ

ての光学薄膜の研究,第2は昭和30年′-35年にかけて

のOpticaltrausferfunction(OTF)の研究,第3は昭

和40年～50年にかけてのホログラフィの研究でありま
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す.

学問の世界での波というのは海の波と違って当事者だ

けに見えて,横から見えないものであります.そうはい

っても客観的にも主要な学会誌の中の研究論文の数で一

応は判断できると思います.光学の場合アメリカの光学

会誌 (JoumalofOpticalSocietyofAmerica)等から

感じとられるのが上記の3つの波であります.

これらの波が日本に伝播してきた時間を考えてみます

と第1の光学薄膜は5-6年,すなわち欧米では第2次大

戦前から大戦中にかけての研究であり,第2のOTFは

2-3年,第3のホログラフィでは約1年ぐらいでありま

す.この欧米での波と日本での波との時間差はとりもな

おさず日本の光学研究の後進性を示すわけで,しだいに

減少しているのは,それだけ日本の光学界が先進国に近

づいていることを意味し,戦後30年にしてようやく追い

ついたたと考えてよいと思います.

戦後なぜ光学がいちはやく復活したかというと,私は

2つの原因があったと考えています.1つは戦後資源の

無い日本が将来,貿易だけで1億に近い人間が食べてゆ

くにはまず精密工業の復活からということがありまし

た.当時東洋のスイスを目指すとよく言ったものでした

が,スイスは単に平和国家という以外に時計に代表され

る軽工業立国を手本にしようというものでありました.

現実には鉄鋼,自動車,化学工業と重工業立国になって

しまいましたが,軽工業の面でも,ミシン,時計,カメ

ラ,など当時通産省もかなりその振興に力を入れた結果

が現在,これらすべてが世界を制してしまうことになっ

てしまったわけであります.

今一つは光学の場合,戦前から光学兵器として研究,

生産が軍の統制下にあったものが敗戦後民間の手に移

り,自由競走のもとで研究,生産できるようになったと

いうことであろうと思います.もちろん戦後の一時期,

軍の設計を我々が利用して食べていたわけで,大いに感

謝しなければならないわけですが,それだけでは長続き
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